【フィルジル・ファン・ダイク】一度は死を覚悟した男のストーリー｜リヴァプールFC

みなさんこんにちは。LIOです。

今回は、プレミアリーグ、そして世界を代表するDFとして活躍するフィルジル・ファン・ダイクについて紹介します。

ファン・ダイクのプレースタイルで特徴的なのは、恵まれた身体能力と的確な読みによる対人守備の圧倒的な強さと、正確なロングフィードです。

特に対人守備には圧倒的な強さを誇り、18/19シーズンでは、全50試合で相手に1度もドリブルで抜かれなかったという記録があります。

さらにクレバーな一面も持っており、派手なスライディングで相手の決定機を防ぐことは少なく、常に先回りしてカバーリングを行い、危険を事前に摘み取っていく能力も併せ持っています。

攻撃面でも自慢のフィジカルと身体能力を活かし、セットプレーからヘディングを叩きこむ姿を見ることは少なくありません。

このようにDFとして非常に高い能力を持っているファン・ダイクですが、過去には死を覚悟するような出来事も経験しています。

ここからは、そんなファン・ダイクがいかにして世界を代表するDFにまで上り詰めたのかを紹介していくので、ぜひ最後までご覧ください。

1991年6月28日、オランダのブレダで、オランダ人の父親とスリナム人の母親の間にファン・ダイクは生まれます。

子どもの頃に地元の小さなクラブに所属しますが、華々しい活躍をしていたわけでもなく、当時は主に右サイドバックとしてプレーしていました。

ファン・ダイク少年はFCバルセロナの大ファンで、ロナウドやロナウジーニョといった当時のスター選手に憧れていました。

しかし、ファン・ダイクの家庭は恵まれた環境とは言えず、彼が12歳の頃に父親が蒸発し、家を出てしまいます。

元々家が貧しかったこともあり、ファン・ダイクは皿洗いのアルバイトをしながら練習に参加する日々を送っていました。

周囲からはサッカーを諦めてレストランの仕事に専念することも勧められましたが、母親を楽にするために、ファン・ダイクはプロになることを目指します。

16歳の頃には身長が足りない理由で次のカテゴリーに進めず、サッカー選手を断念せざるを得ない危機に立たされますが、17歳になって身長が20cmほど伸びて189cmにまで達し、現在のCBでプレーするようになります。

その後ファン・ダイクは2011年にオランダのフローニンゲンでプロ入りを果たしますが、2年目のシーズンに、人生最大の危機を迎えることとなります。

2012年4月1日、当時20歳だったファン・ダイクは腹痛を訴え、チームドクターによるメディカルチェックを受診。その後2日間にわたり体調が悪化しますが、頑固でストイックなファン・ダイクはチーム練習からの離脱を拒否します。

それを見かねたチームメイトが彼を車で病院まで送りますが、病院での診察は異常なしと判断されたのです。

そこから回復へ向かうと思われた矢先に、様態が急変します。お見舞いの為に家を訪れた、母親が彼のアパートへ入ると、そこにはお腹を抱えて苦しむファン・ダイクの姿がありました。

すぐさまファン・ダイクは母親に連れられて病院へ行くことに。

医者の診断では、深刻な虫垂炎と腹膜炎、さらに腎臓感染に侵されていることが判明しました。

その当時の状況について、ファン・ダイクは「僕が目にしたのは、自分にぶら下がっているチューブだけだった。身体が壊れ何もできなかった。最悪のシナリオが、頭の中をぐるぐる回っていた」と振り返っており、

「僕が亡くなった場合、自分のお金の一部は母親に送れるようにした。誰にも話したくなかったが、そうしなければならなかったんだ」と、遺書まで用意していたことを明らかにしています。

「一歩間違えればあの時にすべてが終わっていた」と当時を振り返っており、奇跡的に一命をとりとめるも、退院後は別人のようにやせ細ってしまいます。

やせ細ったファン・ダイクに対し、周囲からは「病魔に襲われたオランダ人」と揶揄されることもありましたが、恵まれた身体能力もあってか、早い段階でコンディションが回復します。

その後クラブではリーグ戦34試合に出場し、チームの主力として活躍しました。その翌年の2013年6月には、スコットランドのセルティックへ移籍します。

ファン・ダイクは2013年から2015年までの2シーズンをセルティックで過ごし、115試合に出場してチームを2度のリーグ優勝に導きました。

そして、ファン・ダイクは世界最高峰のリーグへと活躍の場を移します。

2015年9月、プレミアリーグのサウサンプトンFCヘの移籍が決定。移籍金は1150万ポンドで、日本円にして約21億1000万円。5年という大型契約を結びます。

当時のサウサンプトンのDFには日本代表として活躍していた吉田麻也が在籍しており、チームメイトとして3年間共に過ごしています。

CBとしてコンビを組むこともあった吉田麻也は、当時のファン・ダイクについて、

「彼のことはオランダのフローニンゲンにいた時から知っている。その時はテクニックの部分や集中力が欠如していて、たまにミスもしていたんだけどね。ただ、サウサンプトンで再会した時、彼はすでに非常に優れた選手となっていたよ」とインタビューに答えており、

彼の急激な成長を実感していたことが伺えます。

デビューシーズンである15/16シーズンでは34試合に出場し、サウサンプトンの年間最優秀選手に、2年目の16/17シーズンはリーグ戦21試合の出場にとどまりましたが、リーグカップでは決勝戦進出に貢献しました。

サウサンプトン在籍時にはプライベートも充実します。2017年に幼馴染であるリケ・ヌートゲダグトと結婚し、現在は1人娘の父親でもあります。

サウサンプトンでの活躍もあり、チェルシーやマンチェスターシティなどの名門クラブからのオファーもあった中、2018年1月にリヴァプールへ移籍を果たします。

移籍金はDFとしてはプレミアリーグ史上最高額となる7500万ポンド、日本円で114億円の超大型移籍となりました。

新天地へ活躍の場を移したファンダイクですが、リヴァプールに加入した2年目以降は、彼にとって輝かしいシーズンが待っていました。

18/19シーズンではリーグ戦38試合にフル出場し、プレミアリーグ年間最優秀選手を受賞。

さらにリヴァプールとして14年ぶりとなるチャンピオンズリーグタイトルの獲得に貢献し、UEFA年間最優秀選手賞を、メッシやロナウドを抑えて受賞したのです。

さらにその翌年の19/20もチームの主力としてリーグ戦38試合にフル出場。クラブの30年ぶりとなるプレミアリーグ制覇に貢献しました。

2005年以降主要タイトルから遠ざかっていたリヴァプールの復活は、ファン・ダイクの活躍抜きには語れません。

しかし、20/21シーズンのエバートン戦で接触プレーに巻き込まれ、前十字靭帯を損傷し、全治8か月の大けがを負います。このけがもあり、20/21シーズンはわずか5試合の出場に終わってしまい、けが人が続出したチームも難しいシーズンを送ることになります。

21/22シーズンでは大けがからの復帰を果たし、リーグ戦34試合に出場しますが、リーグタイトルとチャンピオンズリーグのタイトルをあと一歩のところで逃してしまいます。

2022年の7月に31歳となる誕生日を迎え、様々な苦難や栄光を味わってきたファン・ダイクは、DFリーダーとして最も脂の乗っている時期と言えるでしょう。

リヴァプールのライバルであるマンチェスターユナイテッドで、長年DFリーダーを務めたレジェンド、リオ・ファーディナンドも、「プレミアリーグ史上最高のDF」であると賛辞を送っており、ファン・ダイクの加入がリヴァプール最終ラインの不安を解消したことも指摘しています。

リヴァプールが再びタイトルを取るために、ファン・ダイクは欠かせない存在となることに疑いの余地はありません。

生命の危機を乗り越え、今や世界最高クラスのDFと呼ばれるまでになったファン・ダイクの今後の活躍に注目ですね。

皆さんもファン・ダイクの好きな所や気に入ってるプレーなどがあれば、コメント欄にて教えてくださいね。
このチャンネルでは選手や監督個人、チームの歴史にフォーカスをあて、これまでの人生やエピソードをご紹介しています。宜しければチャンネル登録と評価をお願いします。

以上、今回はフィルジル・ファン・ダイク選手を紹介しました。
LIOのLINEスタンプも販売しているので、気になる方は概要欄からチェックしてみてくださいね。
それではまた次回、お会いしましょう！
